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   豊岡市障害者福祉タクシー等利用料金助成事業実

施要綱 

平成17年4月1日豊岡市告示第44号 

改正 平成22年3月29日豊岡市告示第72号 平成24年3月28日豊岡市告示第91号 

平成25年6月24日豊岡市告示第158号 令和３年３月26日豊岡市告示第90号 

 （目的） 

第１条 この要綱は、心身に重度の障害がある者に対し、タクシー等の利

用料金の一部を助成し、もって重度心身障害者（児）の社会参加の促進

及び福祉の向上を図ることを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において障害者福祉タクシー等とは、次の各号のいずれ

かに該当するものをいう。 

 ⑴ 道路運送法（昭和26年法律第183号。以下「法」という。）第３条第

１項第１号に規定する一般乗用旅客自動車運送事業を経営する者（以

下「タクシー会社」という。）であって、この事業の実施に関し、市

長が委託契約を締結したタクシー会社の運行するタクシー 

 ⑵ 法第３条第１項第１号に規定する一般乗合旅客自動車運送事業を

経営する者が市内で運行する路線バス 

 ⑶ 法第78条第２号に規定する市町村運営有償運送のうち、市内を運行

する市営バス 

 （対象者） 

第３条 この要綱により助成を受けることができる者は、市内に住所を有

し、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

 ⑴ 身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条第４項の規定に

よる身体障害者手帳の交付を受けている者で、その障害の程度が身体

障害者福祉法施行規則（昭和25年厚生省令第15号）別表第５号の１級

及び２級に該当する者 

 ⑵ 兵庫県療育手帳判定要領（平成元年３月14日障福第1344号県民生部

長通知）の規定による療育手帳の交付を受けている者で、その障害程

度がＡ判定の者 

 ⑶ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）
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第45条の規定による精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者

で、その障害の程度が精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行

令（昭和25年政令第155号）第６条第３項の規定による１級に該当する

者 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者は対象者

から除くものとする。 

⑴ 兵庫県税条例（昭和35年県条例第63号）第126条第１項第２号から

第５号までの規定により自動車税を減額され、若しくは免除されてい

る者及び豊岡市市税条例（平成17年豊岡市条例第58号）第90条第１項

の規定により軽自動車税を減額され、若しくは免除されている者 

⑵ 社会福祉法（昭和26年法律第45号）第２条第２項に規定する社会福

祉施設に市長若しくは児童相談所長の措置により入所している者 

⑶ 身体障害者福祉法第18条第２項に規定する指定施設支援を受けて

いる者、知的障害者福祉法（昭和35年法律第37号）第16条第１項第２

号に規定する施設支援を受けている者 

⑷ 市及び豊岡市社会福祉協議会の行う外出支援サービス利用者 

 （助成の申請） 

第４条 助成を受けようとする者（以下「利用者」という。）は、豊岡市

障害者福祉タクシー・バス共通利用券交付申請書（様式第１号）を市長

に提出しなければならない。 

 （利用券の交付） 

第５条 市長は、前条の規定による申請があったときは、必要な審査をし、

適当と認めたときは、豊岡市障害者福祉タクシー・バス共通利用券交付

台帳（様式第２号）に登録するとともに、福祉タクシー・バス共通利用

券（以下「利用券」という。）を交付するものとする。 

２ 前項の規定により交付する利用券は、月４枚とし、申請のあった日の

属する月から当該年度分を一括交付するものとする。 

３  利用者のうち、じん臓機能障害と認定され人工透析療法を受けている

者（医療機関等が行う無料送迎を利用することができる者を除く。）に

あっては、前項の規定による交付に加え、月９枚を申請のあった日の属

する月から当該年度分を一括交付するものとする。 
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４ 前項の規定にかかわらず、利用者が当該年度内に既に利用券の交付を

受けたことがあり、かつ、前項に規定する枚数に既に経過した月数を乗

じた枚数を当該年度内に既に使用した助成券の枚数が超える場合は、前

２項に規定する枚数から当該超える枚数を控除した枚数を交付するも

のとする。この場合において、月当たりの交付枚数が変更となる場合は、

次の各号の区分に応じ、当該各号に掲げる比率を乗じて得た枚数とす

る。ただし、１枚未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 

⑴ 第２項に該当する者が第３項に該当する者となった場合 ４分の

13 

⑵ 第３項に該当する者が第２項に該当する者となった場合 13分の

４ 

５ 前項の規定は、当該年度内に外出支援サービス利用券の交付を受けて

いた場合に準用する。 

６ 市長は、第１項の規定により利用券の交付を受けた者について、利用

券の交付を受けた旨をその交付ごとに、身体障害者手帳の備考欄（第９

面）又は療育手帳の予備欄（第６、７面）、精神障害者保健福祉手帳の

備考欄に記載することとする。 

 （有効期限） 

第６条 利用券の有効期限は、交付した日の属する年度の末日とする。 

 （助成額） 

第７条 利用券１枚の助成額は、500円とする。 

 （タクシー等の利用方法） 

第８条 利用者は、１回の乗車につき１枚の利用券をタクシー等の乗務員

に提出し、乗車料金の総額から助成額を控除した額を支払うものとす

る。ただし、第２条第２号又は第３号に規定するバスを利用する場合に

限り、100円単位で利用券を使用することができる。 

 （再交付の禁止） 

第９条 第５条の規定により交付された当該年度の利用券は、有効期限内

であっても再交付しない。ただし、汚損し、又は破損して使用に耐えな

いと認められる場合は、回収の上、再交付することができる。 

 （手帳の携行） 
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第10条 利用者が利用券を使用する場合は、身体障害者手帳、療育手帳又

は精神保健福祉手帳を携行し、タクシー等の乗務員から求められたとき

は、これを提示しなければならない。 

 （譲渡又は貸与の禁止） 

第11条 利用者は、利用券を他人に譲渡し、又は貸与してはならない。 

 （利用券の返還） 

第12条 利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、利用者又はその

代理人は、速やかに利用券を市長に返還しなければならない。 

 ⑴ 障害の程度が第３条第１項の各号に該当する状態でなくなったと

き。 

 ⑵ 利用者が転出し、又は死亡し、若しくは第３条第２項の各号に該当

し、資格を喪失したとき。 

 ⑶ 利用券の有効期限が経過したとき。 

 ⑷ 前３号に掲げるもののほか、利用券が不要になったとき。 

２ 市長は、利用者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、利

用券の返還を命じ、以後の交付を停止することができる。 

 ⑴ 偽りその他不実の申請によって利用券の交付を受けたとき。 

 ⑵ 第10条の規定に違反したとき。 

 ⑶ 利用券を不正に使用したと認めたとき。 

 （利用券の取扱い） 

第13条 障害者福祉タクシー等事業者は、利用券に乗車年月日を記入し、

月ごとにまとめて市長に提出するものとする。 

 （利用券の精算） 

第14条 市長は、前条の規定により利用券の提出を受けたときは、内容を

審査し、適当と認めたものについて利用券に表示された金額の総額（以

下「支払金」という。）を障害者福祉タクシー等事業者に支払うものと

する。 

２ 支払金は、利用券の提出があった翌月に支払うものとする。 

 （支払金の返還） 

第15条 市長は、偽りその他不正の手段により支払金の支払を受け、又は

利用券を使用したことが明らかになった場合は、支払金（利用券の使用
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にあっては、支払金に相当する額）の全部又は一部を返還させることが

できる。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成17年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の施行の日の前日までに、合併前の福祉タクシー利用料助成

事業実施要綱（平成４年豊岡市制定）、竹野町障害者福祉タクシー利用

料金助成事業実施要綱（平成16年竹野町制定）又は出石町福祉ハイヤー

利用料金助成事業実施規則（平成10年出石町規則第24号）の規定により

なされた決定、手続その他の行為は、それぞれこの要綱の相当規定によ

りなされたものとみなす。 

   附 則（平成22年3月29日豊岡市告示第72号） 

 この要綱は、告示の日から施行する。 

   附 則（平成24年3月28日豊岡市告示第91号） 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成24年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の施行の日の前日までに、この要綱による改正前の豊岡市障

害者福祉タクシー利用料金助成事業実施要綱の規定によりなされた決

定、手続きその他の行為は、それぞれこの要綱の相当規定によりなされ

たものとみなす。 

   附 則（平成25年6月24日豊岡市告示第158号） 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成25年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱による改正後の豊岡市障害者福祉タクシー等利用料金助成

事業実施要綱の規定は、この要綱の施行の日以後に申請のあった助成に

ついて適用し、同日前に申請のあった助成については、なお従前の例に

よる。 

附 則（令和３年３月26日豊岡市告示第90号） 
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 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 
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様式第１号（第４条関係） 

利用券№  

 

豊岡市障害者福祉タクシー・バス共通利用券交付申請書 

  年  月  日 

豊 岡 市 長  様 

申請者 住所 豊岡市           

    電話     －         

    氏名               

    （対象者との続柄      ）  

 

福祉タクシー・バス共通利用券の交付を受けたいので、下記により申請します。 

 

記 

対象者氏名 
  

 年  月  日生（  歳） 

対象者住所  豊岡市 

手帳の種類 

及 び 程 度 

〈該当するものに○〉 

身障 １・２  級 
（じん臓機能障害：人工透析療法（血液透

析）の有無    有 ・ 無） 

療育  Ａ  判定 

精神  １   級 

手帳番号 

  第     号 

障 害 名  

以下記入不要 

施 設 入 所 の 有 無 有   ・   無 

自 動 車 税 減 免 の 有 無 有   ・   無 

該 当 の 有 無 有   ・   無  

交 付 内 容 １年分（    枚） ・   箇月分（    枚） 

上記の者に福祉タクシー・バス共通利用券を交付してよろしいか。 

決 

裁 

起案     年  月  日 
所 長 課 長 課長補佐 係 長 係 

 

    

決定     年  月  日 
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様式第２号（第５条関係） 

豊岡市障害者福祉タクシー・バス共通利用券交付台帳 

№      

交付 

番号 
交付年月日 氏 名 住 所 手帳番号 障害種別 等級 

交付 

枚数 
備考 

   豊岡市  
視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

１級 
２級 
Ａ 

 
 

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 

   

   
豊岡市 第  号 

視覚 ・ 聴覚 
肢体 ・ 内部 
知的 ・ 精神 
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